
様式３ 

会   議   録 

 □全部記録  ■要点記録 

１ 会 議 名     平成２４年度姫路市立図書館協議会 

２ 開催日時     平成２５年２月１５日（金曜日）午後１時３０分～午後３時 

３ 開催場所     日本城郭研究センター ２階 中会議室 

４ 出席者又は欠席者名 

   出席者： 上田眞子、永濵 昭、後藤桂子、赤塚 惠、瀬川佳子、大西幸子、楠田孝蔵 

東山昌代、松本順子、櫻井 丞、三浦てるみ、小西紀一 

   欠席者： なし 

（事務局）  小林直樹、太田俊夫、渡辺和知、黒田佳樹、一盛 徹、杉岡和弘、難波妙美 

大江三千代 

５ 傍聴の可否及び傍聴人数   傍聴可   傍聴者０人 

６ 議題又は案件及び結論等 

 １ 平成２３年度及び平成２４年度の図書館運営状況について 

２ その他 

   

７ 会議の全部内容又は進行記録 

  詳細については別紙参照 

 

 



会   議   録 

 

 Ｑ・・・委員質問  Ａ・・・事務局回答 

 

 

 審議事項 

  １ 平成２３年度及び２４年度図書館運営状況について 

  ２ その他  

(1)子ども読書活動推進計画（第２次）について 

       (2)家島分館のリニューアルについて 

       (3)図書館大規模改修の計画について 

       (4)分館の運用体制（指定管理者制度の検討）について 

  

質疑 Ｑ：広畑分館の児童利用数が２２年度と比較して２３年度は大きく増加しているが、

何か理由があるのか。 

Ａ：広畑分館だけが何か特別なことをしたわけではないが、広畑の担当職員が学校と

の連携を密にしているのではないか、また、おすすめの本リスト等の積極的な活

用の積み重ねではないかと考えられる。 

Ｑ：図書館の視聴覚資料を公民館の教養講座に組み込んで利用したいが、どんなもの 

があるのか。 

Ａ：ＣＤなどの音楽ソフトは比較的著作権がゆるいが、映像に関しては著作権が厳し

く利用は図書館のみに限られているため、公民館行事では使用できない。 

Ｑ：山梨のように大きくとりあげられる図書館はどのようなことをしているのか。 

Ａ：先端的な自動貸出等のサービスやインターネット等を利用した多様なサービスを 

行っているところが話題になることが多い。山梨については、山登り観光客の利 

用が多いと聞いている。 

Ｑ：豊橋市では駅で借りた本を返却できるが姫路市ではどうか。 

Ａ：駅前市役所で貸出返却することができる。 

Ｑ：大活字本についてもっと市民に知らせてほしい。 

Ａ：色々な機会に周知していきたい。また、拡大読書器も設置しているので利用してい 

ただきたい。 

 

意見 

＊図書館担当教諭の会議等でもおすすめの本リストを活用している。団体貸出等も利用し、 

学校と図書館の連携がうまくいっている。 

＊子どもはお話が好きなので、親や地域が本を読むきっかけを作ってやることが大切で 

ある。 

＊理系学部の学生は入学時点から資格取得の目的があるが、文系の学生はそのようなこと 

がないので、卒業してからどうするのか将来設計を早く立ててほしい。そのためにも色 

々な資料を活用してほしい。 



＊保護者が活字離れしているので、子どもだけでなく保護者にも本を好きになっても 

らえるような取り組みをしていきたい。 

＊アメリカのワシントン大学での研究で、幼児にテレビを媒体にした読み聞かせと対面で 

の読み聞かせに言語能力の発達への影響に違いがあった。対面で行うと効果が大きい 

ので、力を入れてほしい。 
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